
NEJM 勉強会 2019 年度第 1 回 2019 年 2 ⽉ 18 ⽇ B プリント                       担当：M3 松本卓也 

 

Case 1 ‒ 2013 
A 63-Year-Old Man with Paresthesias and Difficulty Swallowing 

（N Engl J Med 2013;368:172-180.） 
追加の問診事項 
・嚥下障害の性状：固形物と液体で違うか？むせる感じか、つかえる感じか？唾液は出ているか？ 
・ワクチン接種歴：ジフテリア・破傷⾵を含め接種済み 
・接触歴：6 ヶ⽉前ダニに噛まれ、doxycycline 処⽅。納屋に多数のコウモリが住み着いている 
・渡航歴：過去 10 年なし 
・性交渉歴：なし 
 
Problem List 
# 嚥下障害 
固形物は飲み込めるが、液体を意識的に飲み込む際、嘔気・窒息感が出現する。 
⼝腔粘膜の乾燥は、本症による脱⽔傾向を⽰唆する。 
唾液の分泌は正常。 
 
# 構⾳障害 
発語困難。slurred. 
 
# 感覚異常 
飲⽔時に嘔気、窒息感を引き起こす。 
頚部掻痒感、肘の疼痛は感覚異常によるものか？ 
 
# 精神症状 
不安・興奮 
 
# ⼩脳失調 
FNT, HKT は陽性であったが、体幹性失調はない。 


